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環太平洋連携協定（TPP）承認案と関連法案可決に抗議する 

 

 

 １２月９日環太平洋連携協定(TPP)承認案と関連法案が成立しました。米国の

トランプ次期大統領は、就任時にＴＰＰからの脱退を通告すると表明し発効が

絶望的の中、承認を急いだ政府・与党の姿勢は理解できません。政府は「保護

主義を食い止め自由貿易推進することに意義がある」と答弁した。しかし、こ

うした主張には、多くの疑問と心配があります。次期米大統領は２国間交渉に

かじとると名言しており、日米自由貿易協定（ＦＴＡ）交渉が始まれば、ＴＰ

Ｐ合意が市場開放の出発点になる可能性があります。又、現在交渉中のＥＵと

の経済連携協定（ＥＰＡ）の基準になる可能性が高くなります。 

 その他にも疑問や不安なことがあります。たとえば、海外進出の企業が投資

先の国で不利益を被った場合、賠償を求めて相手国を訴えることができるＩＳ

ＤＩ条項は、国の主権が侵される危険があります。また協定には、グローバル

企業にとって有利なルールが数多くあり、食品の安全や産業を守ることができ

るのか不安です。国民生活に深く関わるＴＰＰ法案が十分な国会の審議なく、

問題点が明らかにされない中で可決されたことに抗議します。 


